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平成３０年度 陸前高田市水防計画 

 

第１章 総 則 

  

第１ 目 的 

この計画は、水防法（昭和２４年法律第１９３号。以下「法」という。）第４条の規定

に基づき、岩手県知事から指定された指定水防管理団体たる市が、同法第３３条第１項の

規定に基づき、市内における水防事務の調整及びその円滑な実施のために必要な事項を規

定し、市域にかかる河川、湖沼又は海岸の洪水、内水（法第２条第１項に定める雤水出水

のこと。以下同じ。）、津波又は高潮の水災を警戒、防御し、及びこれによる被害を軽減し、

もって公共の安全を保持することを目的とする。 

 

第２ 用語の定義 

⑴ 水防警報 

国土交通大臣又は岩手県知事が、洪水、津波、又は高潮により国民経済上重大又は相当

な災害が生じるおそれがあると認めて指定した河川、湖沼又は海岸（水防警報河川等）に

ついて、国土交通省又は県の機関が、洪水、津波又は高潮によって災害が起こるおそれが

あるとき、水防を行う必要がある旨を警告して行う発表をいう（法第２条第８項、法第 

１６条）。 

⑵ 水位周知河川 

岩手県知事が、洪水予報河川以外の河川で洪水により国民経済上重大又は相当な被害が

生じるおそれのあるものとして指定した河川。 

岩手県知事は、水位周知河川について、当該河川の水位があらかじめ定めた氾濫危険水

位（洪水特別警戒水位）に達したとき、水位又は流量を示して通知及び周知を行う（法第

１３条）。 

⑶ 水位到達情報 

水位周知河川において、あらかじめ定めた氾濫危険水位（洪水特別警戒水位）への到達

に関する情報のほか、氾濫注意水位（警戒水位）、避難判断水位への到達情報、氾濫発生情

報のことをいう。 

⑷ 水防団待機水位（通報水位） 

量水標の設置されている地点ごとに岩手県知事が定める水位で、各水防機関が水防体制

に入る水位（法第１２条第１項に規定される通報水位）をいう。 

水防管理者又は量水標管理者は、洪水若しくは高潮のおそれがある場合において、量水

標等の示す水位が水防団待機水位（通報水位）を超えるときは、その水位の状況を関係者

に通報しなければならない。 

⑸ 氾濫注意水位（警戒水位） 

水防団待機水位（通報水位）を超える水位であって、洪水又は高潮による災害の発生を

警戒すべきものとして岩手県知事が定める水位（法第１２条第２項に規定される警戒水位）

をいう。水防隊出動の目安となる水位である。 

量水標管理者は、量水標等の示す水位が氾濫注意水位（警戒水位）を超えるときは、そ

の水位の状況を公表しなければならない。 
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⑹ 避難判断水位 

氾濫注意水位（警戒水位）を超える水位であって、洪水による災害の発生を特に警戒す

べき水位をいう。避難準備・高齢者等避難開始発令の目安となる水位であり、住民の氾濫

に関する情報への注意喚起となる水位。 

⑺ 氾濫危険水位（洪水特別警戒水位） 

洪水により相当の家屋浸水等の被害を生じる氾濫の起こるおそれがある水位をいう。避

難勧告等の発令判断の目安となる水位である。水位周知河川においては、法第１３条第１

項及び第２項に規定される洪水特別警戒水位に相当する。 

 ⑻ 洪水浸水想定区域 

水位周知河川について、洪水時の円滑かつ迅速な避難を確保し、又は浸水を防止するこ

とにより、水災による被害の軽減を図るため、想定し得る最大規模の降雤により当該河川

において氾濫が発生した場合に浸水が想定される区域として岩手県知事が指定した区域を

いう（法第１４条）。 

 

第３ 水防計画の作成及び変更等 

１ 水防計画の作成及び変更 

毎年、県の水防計画に応じて、水防計画に検討を加え、必要があると認めるときは変更

を行う。水防計画を変更するときは、あらかじめ、水防協議会に諮るとともに、岩手県知

事に届け出るものとする。 

また、水防計画を変更したときは、その要旨を公表するものとする。 

 ２ 水防協議会の設置 

市は、水防計画その他水防に関し重要な事項を調査審議させるために、水防協議会を置

くものとする。水防協議会に関し必要な事項は、法第３４条に定めるもののほか、条例で

定めるものとする。 

３ 大規模氾濫減災協議会 

  大規模氾濫減災協議会において取りまとめられた「地域の取組方針」については、水防

計画へ反映するなどして、取組を推進するものとする。 

４ タイムラインの作成 

  水位周知河川において、防災関係機関が災害時に発生する状況を予め想定し共有した上

で、事前に何を行わなければならないかについて検討した防災行動をまとめたタイムライ

ンを作成するものとする。 

 

第４ 水防活動時の安全対策 

洪水、津波及び高潮における水防活動及び避難誘導（以下「水防活動等」という。）の

際は、水防隊自身の安全を確保するとともに、下記事項を遵守すること。 

⑴ 水防活動等においては、ライフジャケットを着用する。 

⑵ 水防活動等における安否確認を可能にするため、通常のものが不通の場合でも利用可能

な通信機器を携行する。 

⑶ 水防活動等は、ラジオの携行等、最新の気象情報を入手可能な状態で実施する。 

⑷ 指揮者は、水防活動が長時間にわたるときは、疲労に起因する事故を防止するため隊員

を随時交代させる。 
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⑸ 水防活動は原則として複数人で行う。 

⑹ 水防活動を行う範囲に応じて監視員を適宜配置する。 

⑺ 指揮者又は監視員は、現場状況の把握に努め、水防隊員の安全を確保するため、必要に

応じ、速やかに退避を含む具体的な指示や注意を行う。 

⑻ 指揮者は、活動中の不測の事態に備え、退避方法、退避場所、退避を指示する合図等を

事前に徹底する。 

⑼ 洪水時の堤防決壊の事例等の資料を水防隊全員に配布し、安全確保のための周知を図る

こととする。 

 

第５ 水閘門の構造による安全対策 

各水閘門については、以下のいずれかの方法により、水防隊員等水防活動従事者の安全

を確保していくものとする。 

⑴ 水閘門の遠隔化をはかり、非常時に現地での機側操作を行わないことを原則とする。 

⑵ 陸閘の統廃合及び乗越しにより、陸閘箇所数を減じることとする。 

⑶ 陸閘を常時閉鎖し、非常時に現地での機側操作を行わないことを原則とする。 

⑷ 水門を常時閉鎖（平常時流量のみを流下させる開度）とし、非常時に現地での機側操作

を行わないことを原則とする。 

⑸ 水門をフラップゲート化し、現地での機側操作を行わない構造とする。 

 

第６ 津波における留意事項 

津波は、発生時点から当該沿岸までの距離に応じて「遠地津波」と「近地津波」に分類

され、津波到達時間も異なる。 

水防活動等を実施する際は、津波到達時間を考慮し、水防隊員の避難時間を確保した上

で、活動しなければならない。 

 

第２章 水防組織 

                          

第１ 水防本部・水防隊の設置 

水防管理団体の水防管理者は、法第１０条及び第１６条並びに気象業務法第１４条の２

の規定により、気象、洪水、津波及び高潮についての水防活動を必要とする予報及び警報

の発令があったとき、又は市内に震度４以上の地震が発生し水災の危険が予想されるとき、

その危険が解消するまでの間、市に水防本部及び水防隊を置いて、水防事務を処理する。

ただし、災害対策基本法の規定により、陸前高田市災害対策本部が設置されたときは、そ

の組織に統合されるものとする。 
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第２ 水防本部・水防隊の位置 

水防本部及び水防隊の位置は次のとおりとする。ただし、事態の変化により、変更する

ことがある。 

陸前高田市水防本部 陸前高田市消防防災センター 電話 ５４－２１１１ 

陸前高田市水防隊 陸 前 高 田 市 消 防 本 部 電話 ５４－２１１９ 

高 田 分 団 高 田 分 団 屯 所  

気 仙 分 団 気 仙 分 団 第 ３ 部 屯 所  

広 田 分 団 
広 田 地 区 コ ミ ュ ニ

テ ィ セ ン タ ー  
 

小 友 分 団 小 友 分 団 第 １ 部 屯 所  

米 崎 分 団 米 崎 分 団 第 ３ 部 屯 所  

矢 作 分 団 矢 作 分 団 第 １ 部 屯 所  

竹 駒 分 団 竹 駒 分 団 第 ３ 部 屯 所  

横 田 分 団 横 田 分 団 第 ２ 部 屯 所  

 

第３ 水防本部の機構・水防隊の編成 

水防本部の機構並びに水防隊の編成は別表１（ｐ１６）、別表２（ｐ１７）のとおりと

する。 

 

第３章 重要水防箇所 

 

第１ 重要水防箇所 

堤防の決壊、漏水、川の水があふれる等の危険が予想される箇所であり、洪水等に際し

て水防上特に注意を要する箇所である。 

市内の設定箇所は別表３（ｐ１８～２０）のとおりであり、また、県管理河川における

重要水防箇所の評定基準は資料１（ｐ３３～３４）のとおりである。 

 

第２ その他の区域 

重要水防箇所以外の河川区域及び海岸区域 

 

第４章 気象情報及び情報連絡 

                          

第１ 気象情報連絡 

   気象業務法第１５条第２項の規定により、盛岡地方気象台から発せられる気象警報、洪

水、津波及び高潮について、水防活動を必要とする予報、警報及び情報の通知があったと

き、又は水防隊等から降水量、水位等の情報の収集を行ったときは、地域住民に対しては

防災行政無線を通じて、水防に関係のある団体には電話等で、すみやかに周知するなど、

情報伝達には万全を期するものとする。 

水防時に必要な連絡用電話、無線電話の連絡系統図は別表４（ｐ２１）のとおりとし、

関係機関への通報箇所は別表５（ｐ２２）のとおりとする。 
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また、注意報、警報、特別警報の種類と発表基準、及び想定される被害は資料２－１（ｐ

３５～３６）及び資料２－２（ｐ３７～３８）のとおりである。 

 

第２ 県本部及び沿岸広域振興局土木部大船渡土木センターとの連絡 

県水防本部への情報連絡並びに雤量及び水位についての連絡、その他水防に関しての一

切の連絡は、沿岸広域振興局土木部大船渡土木センター水防隊に行うものとする。 

ただし、著しい危険が切迫していると認められるとき又は破堤のために避難を要する等

の場合は大船渡警察署、ＮＨＫ盛岡放送局、ＩＢＣ岩手放送、テレビ岩手、岩手めんこい

テレビ、岩手朝日テレビ及びエフエム岩手に直接連絡するとともに、県水防本部（沿岸広

域振興局土木部大船渡土木センター水防隊を含む。）にも連絡するものとする。 

また、水位周知河川において避難判断水位を超過又は超過のおそれがある場合に、河川

管理者から防災局長等に対し、水位到達情報や堤防等の河川管理施設の異常に係る情報を、

直接電話連絡（ホットライン）することとする。 

 

第３ 上流水防機関との連絡 

   水防本部は大雤及び洪水に際しては、上流の住田町役場（電話４６－２１１１）に連絡

し、毎時の水位及びその他の水防情報を受けるものとする。 

 

第４ 執務時間外における連絡 

   執務時間外に発せられる水防上必要な情報の伝達について、管理者は予め連絡系統図、

別表６（ｐ２３）を作成しておくものとする。 

 

第５章 雨量水位の通報 

                          

第１ 雤量の観測及び連絡先 

 １ 雤量の観測は気象庁鳴石雤量計とし、観測管理者は気象注意報等の通知を受けたとき、

又は大雤のおそれがある場合には水防本部に観測通報する。水防本部においては、次の雤

量通報要領により必要に応じ沿岸広域振興局土木部大船渡土木センター水防隊及び別表第

５（ｐ２２）の関係機関に通報する。 

２ 雤量の通報は、過去２４時間以内の降水量５０ミリに達したとき、又は県水防本部から

観測指示を受けたときに始め、観測終了指示報を受けるまで、３時間ごとの雤量観測結果

を通報するものとする。ただし、３時間雤量が５ミリ以下となった場合には通報を中止し

ても差支えないものとする。 

３時間毎の通報とは０時、３時、６時、９時、１２時、１５時、１８時、２１時の８回

である。 

３ 特に前回の雤量通報後１時間１０ミリを越えたときは、毎時観測通報する。 
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４ 流域雤量観測所 

雤 量 観 

測 所 名 
雤量計所在地 管 理 者 

既住最高日雤量 

と年月日 

日雤量 起因年月日 

陸 前 高 田 陸前高田市高田町字鳴石 気象庁 140.0 平 25.7.26 

横田小学校 陸前高田市横田町字久連坪 17-1 陸前高田市 117.0 平 21.6.6 

矢 作 陸前高田市矢作町字信内 31-4 
沿岸広域振興局土木部 

大船渡土木センター 
  

的 場 陸前高田市矢作町字的場 97-140 〃   

モ ビ リ ア 陸前高田市小友町字獺沢 155-78 陸前高田市   

住 田 住田町世田米字川向 気象庁 224.0 昭 54.10.19 

男 火 山 住田町下有住字奥火の土 198-65 
沿岸広域振興局土木部 

大船渡土木センター 
  

上 有 住 住田町上有住字和田野 15-2 〃   

六 郎 峠 住田町上有住字中埣 172-74 〃   

 

第２ 水位の観測箇所及び連絡先 

 １ 水位の観測所は、館量水標（竹駒町字館）及び味米量水標（矢作町字元屋敷）とし、当

該水位観測責任者が出水のおそれがあると判断したときには、水位の変動を観測し、通報

水位に達した場合は次の水位通報要領により、水防隊に通報する。 

２ 水防本部は、水防隊からの報告を受けて、通報水位に達した場合には、沿岸広域振興局

土木部大船渡土木センター水防隊及び別表５（ｐ２２）の関係機関に通報する。 

３ 水位観測箇所及び観測責任者 

観測所名 水 位 の 観 測 責 任 者 連 絡 先 備  考 

館 沿岸広域振興局土木部大船渡土木センター所長 電話 27-9919 テレメーター 

味米 〃 電話 27-9919 テレメーター 

 

第３ 水位の通報要領 

１ 水防団待機水位（通報水位）及び氾濫注意水位（警戒水位） 

河川名 
量水標設置 

場   所 
観測所名 

水 防 団 

待機水位 

(通報水位) 

（ｍ） 

氾  濫 

注意水位 

(警戒水位) 

（ｍ） 

既往最大水位と 

起因年月日 

水位（ｍ） 起因年月日 

気仙川 竹駒町字館 館 ２.９０ ３.２０ ５.００ 昭54.10.19 

矢作川 矢作町字元屋敷 味米 １.６０ ２.１０ ３.００ 平 25.7.26 

２ 水位が水防団待機水位（通報水位）に達したときは、原則として１時間毎に通報し、水

防団待機水位（通報水位）に下がるまで通報する。ただし、氾濫注意水位（警戒水位）、

最高水位に達したときは、随時通報するものとする。 

                         

  



- 7 - 

 

第４ 水防警報及び水位周知を行う河川の通報連絡 

１ 気仙川 

 ⑴ 対象区域 

陸前高田市横田町字久連坪８４番１地先（舞出頭首工）から河口まで 

  ⑵ 水防警報及び水位周知を行う基準水位 

観測所名 
零点高標高 

水 防 団 

待機水位 

（通報水位） 

氾  濫 

注意水位 

（警戒水位） 

避    難 

判断水位 

 

氾  濫 

危険水位 

（洪水特別 

警戒水位） 

（ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） 

館 １．２９３ ２．９ ３．２ ３．２ ３．６ 

２ 矢作川 

⑴ 対象区域 

左岸 陸前高田市矢作町字湯漬畑１４番７地先（矢作川橋梁）から 

陸前高田市矢作町字越戸内２１３番１地先（気仙川合流点）まで 

右岸 陸前高田市矢作町字金屋敷６番２地先（矢作川橋梁）から 

陸前高田市矢作町字小嶋部１０３番１地先（気仙川合流点）まで 

  ⑵ 水防警報及び水位周知を行う基準水位 

観測所名 
零点高標高 

水 防 団 

待機水位 

（通報水位） 

氾  濫 

注意水位 

（警戒水位） 

避    難 

判断水位 

 

氾  濫 

危険水位 

（洪水特別 

警戒水位） 

（ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） 

味米 ７．７ １．６ ２．１ ２．６ ３．１ 

３ 対象観測所の水防警報の範囲 

準 備 出 動 解 除 情 報 

水防団待機水位（通報水位）

に達し、なお上昇の恐れがあ

り準備の必要があると認め

られたとき。 

氾濫注意水位（警戒水位）に

達し、なお上昇の恐れがあり

出動の必要があると認めら

れたとき。 

水防作業の必

要がなくなっ

たとき。 

水防活動に

必要がある

とき。 

４ 担当機関 

 沿岸広域振興局土木部大船渡土木センター 
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第６章 気象等予報・警報の情報収集 

  盛岡気象台から発せられる気象等予報・警報は、岩手県知事から総合情報ネットワークシ

ステムにより、また、東日本電信電話株式会社から警報事項が市あてに連絡される。 

気象予報、雤量、河川の水位、潮位、波高等については、以下のウェブサイトでパソコン

や携帯電話から確認することができる。 

⑴ 気象情報 

【気象庁】 

○気象情報・注意報 

 http://www.jma.go.jp/jp/warn/ 

○アメダス 

 http://www.jma.go.jp/jp/amedas/ 

○レーダー・ナウキャスト（降水・雷・竜巻） 

 http://www.jma.go.jp/jp/radnowc/ 

○高解像度降水ナウキャスト 

 http://www.jma.go.jp/jp/highresorad/ 

○洪水警報の危険度分布 

 http://www.jma.go.jp/jp/suigaimesh/flood.html/ 

○大雤警報（浸水害）の危険度分布 

 http://www.jma.go.jp/jp/suigaimesh/inund.html/ 

 【盛岡地方気象台】 

 http://www.jma-net.go.jp/morioka/ 

  ⑵ 雤量・河川水位 

 【国土交通省】 

   ○川の防災情報 

   http://www.river.go.jp/ 

  ⑶ 潮位・波高 

  【国土交通省】 

  ○海の防災情報（全国港湾海洋波浪情報網） 

   http://www.mlit.go.jp/kowan/nowphas/ 

⑷ 岩手県内の情報 

【岩手県】 

  ○岩手県河川情報システム 

    http://kasen.pref.iwate.jp/iwate/servlet/Gamen30Servlet 

  ⑸ 陸前高田市内の情報 

  ○土砂災害情報相互通報システム 

   http://www.dosha.city.rikuzentakata.iwate.jp/ 

 

 

 

 

 

http://www.jma.go.jp/jp/warn/
http://www.jma.go.jp/jp/amedas/
http://www.jma.go.jp/jp/radnowc/
http://www.jma.go.jp/jp/highresorad/
http://www.jma.go.jp/jp/suigaimesh/flood.html/
http://www.jma.go.jp/jp/suigaimesh/inund.html/
http://www.jma-net.go.jp/morioka/
http://www.river.go.jp/
http://www.mlit.go.jp/kowan/nowphas/
http://kasen.pref.iwate.jp/iwate/servlet/Gamen30Servlet
http://www.dosha.city.rikuzentakata.iwate.jp/
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第７章 せき堤水利門等の操作及び状況連絡 

 

  せき堤水利門等の操作は増減水の状況により水防隊員の指示に従い、看守人において臨機

の処理を講じなければならない。 

第１ せき堤水利門、看守人及び連絡先 

場    所 看守責任者氏名 連絡先（電話） 

横田町字久連坪 気仙川土地改良区 電話 ５４－２２２７ 

矢作町字金屋敷 下矢作水路組合 電話 ５５－５８９４ 

 

第２ 河川水門看守人及び連絡先 

水門及び門扉名 

（設置者） 
設置場所 型式 

開閉 

方法 

管 理 

担当課 

看守責任者氏名 

(操作担当分団) 

連絡先 

(消防署) 

河川水門 28 号(県) 横田町字狩集 スルース 手動 建設課 横田分団長(横田分団) 54-2119 

河川水門 30 号(〃) 〃 字久連坪 〃 〃 〃 〃   〃 〃 

河川水門 32 号(〃) 〃 字堂の沢 〃 〃 〃 〃   〃 〃 
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第８章 水防通信連絡 

                         

第１ 情報連絡 

１ 水防のための関係機関相互間の連絡は、電話により行うこととするが、困難なときは、

災害時優先通話 別表５（ｐ２２）により行うものとする。 

２ 水防上緊急を要する通信については、その状況に応じて警察無線、警察電話、鉄道電話、

東北電力株式会社専用線及び非常電話等あらゆる機関の通信網を活用して情報伝達を行う

ものとする。 

 

第２ 伝 令 

近距離及び電話不通の場合の連絡確保のため、水防通信発着地点、量水標、水防倉庫、

水防作業現場には、連絡のための車両その他の施設を配置しておくものとする。 

 

第９章 水防用設備資材、器具及び土地の使用収用 

 

第１ 器具資材の整備 

水防作業に必要な器具、資材は別表７（ｐ２４）のとおり備蓄倉庫に整備し、分団長の

要求に応じ使用させるものとする。 

 

第２ 器具資材及び土地の使用収用 

   備蓄器具資材だけでは水防作業上、なお不足を生じた場合は、法第２８条の規定により

必要な土地を一時使用し、土石、竹木、車、運搬具、その他器具資材を使用し若しくは収

用するとともに、工作物その他の障害物を処分することができる。 

ただし、この場合は法の規定するところにより損失を受けたものに対し、水防管理者は

時価により、その損失を補償する。 

 

第１０章 水防活動 

 

第１ 水防配備 

 １ 市の非常配備 

    水防活動に適合する予報及び警報等の発表があり洪水、津波又は高潮のおそれがあると

認められるときから、その危険が解消されるまでの間は非常配備により水防事務を処理す

るものとする。 

 ２ 水防隊の非常配備 

    水防管理者は、前号により、水防上必要があると認められるときは、水防隊及び消防機

関を出動させ、又は出動の準備をさせるものとする。 

なお、水防隊の出動基準は水防動員計画（別紙ｐ３２）のとおりである。 

 

第２ 巡視及び警戒 

 １ 平常時 

    水防管理者、水防隊長又は消防機関の長（以下この章において「水防管理者等」という。）



- 11 - 

 

は、随時区域内の河川、海岸、堤防・津波防護施設等を巡視し、水防上危険であると認め

られる箇所があるときは、直ちに当該河川、海岸、堤防・津波防護施設等の管理者（以下

「河川等の管理者」という。）に連絡して必要な措置を求めるものとする。 

    上記に係る連絡を受けた河川等の管理者は、必要な措置を行うとともに、措置状況を水

防管理者に報告するものとする。 

   河川等の管理者が自ら行う巡視等において水防上危険であると認められる箇所を発見

した場合は、必要な措置を行うとともに、措置状況を水防管理者に報告するものとする。 

   水防管理者等が、出水期前や洪水経過後、高潮や津波終息後などに、重要水防箇所又は

洪水箇所、その他必要と認める箇所の巡視を行う場合には、第１２章に定める河川管理者

の協力のほか、必要に応じて、河川、海岸等の管理者に立会又は共同で行うことを求める

ことができるものとする。 

   この際、水防隊員等が立会又は共同で行うことが望ましい。 

 ２ 出水時 

⑴ 洪  水 

水防管理者等は、非常配備態勢を敷いたときは、河川、海岸等の監視及び警戒をさら

に厳重にし、別表３（ｐ１８～２０）に定める重要水防箇所、既往被害箇所、及び、そ

の他の区域を中心として巡視するものとする。 

また、次の事態に注意し、異常を発見したときは直ちに水防活動を実施するとともに、

河川等の管理者及び沿岸広域振興局土木部大船渡土木センター水防隊へ報告するものと

する。 

  ① 堤防から水があふれるおそれのある箇所の水位の上昇 

  ② 堤防の上端の亀裂又は沈下 

  ③ 川側堤防斜面で水当りの強い場所の亀裂又は欠け崩れ 

  ④ 居住側堤防斜面の漏水又は飽水による亀裂若しくは欠け崩れ 

  ⑤ 排・取水門の両軸又は底部よりの漏水と戸の閉まり具合 

⑥ 橋梁その他の構造物と堤防との取り付け部分の異常 

⑵ 高 潮 

水防管理者等は非常配備態勢を敷いたときは高潮襲来までの時間的余裕を十分考慮し

て海岸等の監視及び警戒をさらに厳重にし、特にその他の区域及び既往被害箇所を中心

として巡視するものとする。 

また、次の状態に注意し異常を発見したときは自身の安全及び避難を優先して水防活

動を実施するとともに、海岸等の管理者及び沿岸広域振興局土木部大船渡土木センター

水防隊へ報告するものとする。 

① 堤防から水があふれるおそれのある箇所の潮位の上昇 

② 堤防の上端の亀裂又は沈下 

③ 海側堤防斜面で水当りの強い場所の亀裂又は欠け崩れ 

④ 居住側堤防斜面の漏水又は飽水による亀裂若しくは欠け崩れ 

⑤ 排・取水門・閘門の両軸又は底部よりの漏水と戸の閉まり具合 

⑥ 橋梁その他の構造物と堤防との取り付け部分の異常 
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第３ 水防作業 

    水防作業を必要とする異常事態が発生したときは、被害を未然に防止し、又は被害の拡

大を防ぐため、堤防の構造、流速、護岸、浸水域及び近接地域の状態等を考慮して最も適

切な工法を選択し実施するものとする。 

 

第４ 警戒区域の指定 

水防上緊急の必要がある場所においては、水防隊長、水防隊員又は消防機関に属する者

は、警戒区域を設定し、水防関係者以外の者に対して、その区域への立ち入りを禁止、若

しくは制限し、又はその区域からの退去を命ずることができるものとする。 

また、水防隊長、水防隊員又は消防機関に属する者がいないとき、又はこれらの者の要

求があったときは、警察官は水防隊長、水防隊員又は消防機関に属する者の職権を行うこ

とができるものとする。 

 

第５ 決壊の通報 

堤防の決壊が予想される場合及び決壊した場合又はこれに準ずべき事態が発生した場合

には、水防管理者は法第２５条の規定により直ちにその旨を氾濫が予測される地域の住民

に広報するとともに、大船渡警察署、沿岸広域振興局土木部大船渡土木センター水防隊に

通報する。 

 

第６ 避難及び立退き 

哨警班が堤防巡視中急激に増水し、又は著しい事態悪化のおそれがあり、危険が切迫し

ているときは、直ちに水防管理者及び水防隊長に報告し、その命令によって、必要と認め

る区域の住民に対し、立退きを指示（報告のいとまのない時は係において）することがで

きるものとする。 

水防管理者は、その地域の住民に対し立退きを指示する場合には、大船渡警察署長にそ

の旨を通報する。避難誘導係はあらかじめ定めてある場所に誘導収容する。なお、市が指

定する指定避難所及び救護所は別表８（ｐ２５～２６）のとおりである。 

  立退き指示方法はサイレン、警鐘、自動車、電話、放送及び防災行政無線又は駆足連呼

等最も迅速かつ確実に住民に徹底する方法とする。 

 

第７ 救 助 

堤防、その他の施設が水防隊員の努力にもかかわらず、又は急激なる増水による氾濫の

ため、人命に危険が切迫したときは、水防隊長は直ちに人命救助を命ずる（事態急を要す

るときは命令を待たずに係において救助に当たる）。 

水防隊長は、水防隊員へ人命救助を命じた際は、隊員の安全を十分に確保しなければな

らない。 

 

第８ 水防配備の解除 

 １ 水防管理団体の非常配備の解除 

    水防管理者は、水位が氾濫注意水位に減じ、かつ危険がなくなったとき、津波又は高潮

のおそれがなくなったとき、かつ水防警報が解除されたとき等、自らの区域内の水防活動
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の必要がなくなったと認めたときは、水防の非常配備態勢を解除し、これを一般に周知す

るとともに関係機関に通知するものとする。 

 ２ 水防隊の非常配備の解除 

    水防隊の非常配備の解除は、水位が下降して水防活動の必要がなくなり、水防本部長又

は水防管理者が配備解除の指令をしたときとする。それまで、水防隊員は自らの判断等に

より当該部署を離れてはならない。   

 

第９ 報 告 

次の場合は、水防管理者は直ちに沿岸広域振興局土木部大船渡土木センター水防隊に報

告しなければならない。 

⑴ 氾濫注意水位（警戒水位）に達し、又はそれ以下の場合等で水防隊が出動したとき。 

⑵ 堤防に異常を発見し、又は破堤溢水したとき。 

⑶ 水防作業を開始したとき。 

 ⑷ 水防作業を終了したとき。 

 

第１１章 水防信号、優先通行標識及び身分証票 

                         

第１ 水防信号 

 法第２０条の規定による水防信号は次のとおりとする。 

信号種別 打 鐘 信 号 余 韻 防 止 サ イ レ ン 信 号 

警戒信号 

１点と４点の連打 

○ ○○○○ ○ ○○○○ 

 

１   分 

 

出動信号 

３点  ３点  ３点 

○○○ ○○○ ○○○ 

連打 

３秒  １０秒   ３秒   １０秒 

    連続 

２秒    ２秒    ２秒 

避難信号 

乱   打 

○○○○○○○○○○ 

３秒  ３秒  ３秒  ３秒 

連続 

２秒  ２秒  ２秒 

解除信号 口 頭 伝 達 口 頭 伝 達 

 

第２ 優先通行標識 

   法第１８条における標識は別表９（ｐ２７）のとおりである。 

 

第３ 身分証票 

   法第４９条における身分証票は別表１０（ｐ２７）のとおりである。 
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第１２章 協力及び応援 

                         

第１ 河川管理者の協力 

   河川管理者は、自らの業務等に照らし可能な範囲で、水防管理団体が行う水防のための

活動に次の協力を行う。 

 ⑴ 水防管理団体に対して、河川に関する情報（河川の水位）の提供（伝達方法については

岩手県河川情報システムによる） 

 ⑵ 重要水防箇所の合同点検の実施 

 ⑶ 水防管理団体が行う水防訓練及び水防技術講習会への参加 

 ⑷ 水防管理団体の備蓄資器材で不足するような緊急事態に際して、県の応急復旧資器材又 

は備蓄資器材の貸与 

 

第２ 水防管理団体相互の応援及び相互協力 

１ 水防のため緊急の必要があるときは、水防管理者は、他の水防管理者若しくは消防長に

対して応援を求めることができる。 

２ 応援を求められた水防管理者若しくは消防長は、自らの水防に支障がない限りその求め

に応じるものとする。 

３ 応援のため派遣された者は、水防について応援を求めた水防管理者の所属の下に行動す

るものとする。 

４ 水防管理者は応援が円滑、迅速に行われるよう、あらかじめ近隣の水防管理者等と情報

共有体制等について相互に協定しておくものとする。 

 

第３ 自衛隊派遣の要請 

 １ 水防管理者は、災害に際し、地元関係水防管理団体のみでは災害を防止することができ

ず、人命または財産の保護のため必要があると認める場合には、災害対策基本法第６８条

の２の規定に基づき、知事に対し、自衛隊の派遣の要請を要求するものとする。 

 ２ 状況が緊迫し、水防管理者が岩手県知事に連絡のいとまがなく、真に事情止むを得ない

場合に限り、緊急措置として、水防管理者が防衛省の長官又はその指定部隊に対し、その

旨及び災害の状況を通知できるものとする。 

   ただし、この場合には遅滞なくその経緯を岩手県知事へ報告しなければならない。 

 ３ 自衛隊の派遣要請の手続き及び自衛隊の実施する作業等は、陸前高田市地域防災計画に

よるものとする。 

 

第４ 国の特定緊急水防活動 

 １ 法第３２条の規定により、国は洪水、津波又は高潮による著しく激甚な災害が発生した

場合において、水防上緊急を要すると認めるときは、当該災害の発生に伴い侵入した水の

排除や高度の機械力又は高度の専門的知識及び技術を要する水防活動を行うことができる

ことから、災害発生時の内水排除等について、国と連携を行うものとする。 

 ２ 国は、前項の規定により、特定緊急水防活動を行おうとするときは、あらかじめ、水防

管理者にその旨を通知しなければならない。特定緊急水防活動を終了しようとするときも、

同様とする。 
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 第１３章 公用負担 

                         

第１ 公用負担 

   法第２８条の規定により公用負担を命ずる権限を行使する者は、水防管理者及び水防本

部長にあっては、その身分を示す証明書を、水防管理者の委任を受けた者にあっては、別

表１１（ｐ２８）の権限証を携行し、必要ある場合はこれを提示すべきものとする。 

 

第２ 公用負担の命令票 

   法第２８条の規定により公用負担を命ずる権限を行使する際は、原則として別表１２（ｐ

２８）の命令票を２通作成し、その１通を目的物の所有者、管理者又はこれらに準ずべき

者に提出しなければならない。 

 

第１４章 水防実施状況報告、水防功労者推薦 

                         

第１ 水防実施状況報告 

   水防作業が終結したときは、水防管理者は７日以内に別表１３－１（ｐ２９）及び別表 

１３－２（ｐ３０）の事項を取りまとめ、沿岸広域振興局土木部大船渡土木センター所長を

経由して知事に報告する。 

 

第２ 水防功労者推薦 

   水防管理者は、水防作業において特に功労のあった者を知事に推薦（別表１４ｐ３１）

する。 

 

第１５章 水防訓練計画 

 

河川名 施行予定地 訓練内容 時期 実施団体 

気仙川 横田町字太田地内 水防演習計画のとおり 平成３０年９月 陸前高田市 
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別表１  

陸 前 高 田 市 水 防 本 部 機 構 

 

       

 

統 括 

  

・水防隊の指導監督並び

に水防情報の公表及び

水防事務に関する企画 

  

防災局長 

建設部長 

消防長 

           

           

           

           

              

       

 

情 報 連 絡 

  
・情報の記録 

・気象台、県水防本部、

沿岸広域振興局土木部

大船渡土木センター水

防隊、雤量観測所、上

流地域連絡関係機関と

の情報連絡 

  

防災課課長補佐 

建設課長 

消防本部次長 

建設課課長補佐 

           

           

           

 水防管理者       

 本部長 

市 長 

      

       

                            

 副本部長 

副市長 

  
庶 務 

  
・水防事務一般 

  防災課主事 

消防本部警防係長        

                              

       
資 材 

  ・資材の確保 

・公用負担 

  建設課道路河川係長 

消防本部予防係長            

                              

       
輸 送 

  
・資材輸送運搬 

  
財政課長 

           

                              

       
救 護 

  ・罹災者救助 

・医療救助 

  
民生部長 

           

              

       
水 位 通 報 

  ・矢作町味米付近 

・竹駒町館付近 

  矢作分団長 

           竹駒分団長 
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別表２ 

陸 前 高 田 市 水 防 隊 編 成 表 

 

水 防 分 担 表 

水防隊詰所 
水防担当 

区域 
河川名 

本  部 分 団 隊員数 

水防隊隊長 

 消防団団長 

    １ 名 

 

 

水防隊副隊長 

 消防団副団長 

    ２ 名 

 

 

水防隊本部員 

消防団本部員 

    ６ 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

隊員数は平成３０年 

７月１日現在 

高田分団 ８７ 高 田 分 団 屯 所 高田町 
気仙川 

川原川 

気仙分団 ５５ 気仙分団第３部屯所 気仙町 
気仙川 

長部川 

広田分団 １４２ 
広田地区 

コミュニティセンター 
広田町 

その他 

小友分団 ６４ 小友分団第１部屯所 小友町 

米崎分団 ５６ 米崎分団第３部屯所 米崎町 浜田川 

矢作分団 ９６ 矢作分団第１部屯所 矢作町 矢作川 

竹駒分団 ４７ 竹駒分団第３部屯所 竹駒町 

気仙川 

横田分団 ７０ 横田分団第２部屯所 横田町 
隊員数 ６２６ 
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別表３ 

重 要 水 防 箇 所 別 調 書 

河川名 
管 

理 

地 区 名 
左
右
岸 

評価 

種別 

箇所 

番号 

重要度Ａ区間 重要度Ｂ区間 要注意区間 

対策水防 

 

工    法 

堤防 A

（ｍ） 

(他の評

価と重

複) 

工作物 A 

(箇所) 

堤防 B 

(ｍ) 

(他の評価

と重複) 

工作物

B 

(箇所) 

新堤防・ 

破堤防・ 

旧河川 

(ｍ) 

工事施工 

陸閘 

(箇所) 

気仙川 県 廻館橋下流 左 
堤防 

断面 
大１    1,420     シート張工 

〃 〃 小嶋部～矢作橋 右 堤防高 大２    180     積土のう工 

〃 〃 
出口大橋下流 

450m～上流 
左 

堤防高 

無堤 
大３ 800        積土のう工 

〃 〃 堂の沢～友沼 左 
堤防 

断面 
大４    1,050     シート張工 

〃 〃 梅の木～袋沢 右 
堤防 

断面 
大５    1,900     シート張工 

〃 〃 梅の木～袋沢 右 
水衝 

洗掘 
大６     (1,900)    シート張工 

気仙川計     800 (0) 0 4,550 (1,900) 0 0 0  
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河川名 
管 

理 

地 区 名 
左
右
岸 

評価 

種別 

箇所 

番号 

重要度Ａ区間 重要度Ｂ区間 要注意区間 

対策水防 

 

工    法 

堤防 A

（ｍ） 

(他の評

価と重

複) 

工作物 A 

(箇所) 

堤防 B 

(ｍ) 

(他の評価

と重複) 

工作物

B 

(箇所) 

新堤防・ 

破堤防・ 

旧河川 

(ｍ) 

工事施工 

陸閘 

(箇所) 

矢作川 県 中島～元屋敷 左 堤防高 大１ 870        積土のう工 

〃 〃 元屋敷～打越 左 
堤防 

断面 
大２    1,480     シート張工 

〃 〃 元屋敷～打越 左 
水衝 

洗掘 
大３     (1,480)    木流し工 

〃 〃 桝内橋上下流 右 
堤防高 

無堤 
大４ 300        積土のう工 

〃 〃 金屋敷 右 
堤防高 

無堤 
大５ 360        積土のう工 

〃 〃 梅木 右 
堤防高 

無堤 
大６ 250        積土のう工 

〃 〃 清水 右 
堤防高 

無堤 
大７ 350        積土のう工 

〃 〃 二田野 右 
堤防高 

無堤 
大８ 300        積土のう工 

〃 〃 三の戸 左 
堤防高 

無堤 
大９ 200        積土のう工 

矢作川計     2,630 (0) 0 1,480 (1,480) 0 0 0  
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河川名 
管
理 

地 区 名 
左
右
岸 

評価 

種別 

箇所 

番号 

重要度Ａ区間 重要度Ｂ区間 要注意区間 

対策水防 

 

工    法 

堤防 A

（ｍ） 

(他の評

価と重

複) 

工作物 A 

(箇所) 

堤防 B 

(ｍ) 

(他の評価

と重複) 

工作物

B 

(箇所) 

新堤防・ 

破堤防・ 

旧河川 

(ｍ) 

工事施工 

陸閘 

(箇所) 

長部川 県 国道 45 号下流 左 堤防高 大１ 200        積土のう工 

〃 〃 国道 45 号下流 左 
堤防 

断面 
大２  (200)       シート張工 

〃 〃 
国道 45 号 

～明戸橋 
左 堤防高 大３ 200        積土のう工 

〃 〃 国道 45 号上流 左 
法崩れ･ 

すべり 
大４  (50)        

長部川計     400 (250) 0 0 (0) 0 0 0  

川原川 〃 
国道 45 号橋梁 

～鉄道橋 
左 

堤防高 

無堤 
大１ 300        積土のう工 

〃 〃 
鉄道橋 

～光照寺橋 
左 

堤防高 

無堤 
大２ 700        積土のう工 

〃 〃 
鉄道橋 

～光照寺橋 
右 

堤防高 

無堤 
大３ 700        積土のう工 

川原川計     1,700 (0) 0 0 (0) 0 0 0  
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別表４ 

連 絡 系 統 図 

 

（
発
表
機
関
） 

盛
岡
地
方
気
象
台 

  
岩手県水防本部 

電話 019-651-3111 

        沿岸広域振興局土木部 

大船渡土木センター水防隊 

電話 27-9919 

   

             

         通 報             

  岩手県警察本部 

（警備課・地域課） 

電話 019-653-0110 

  大船渡警察署 

（高田幹部交番） 

電話 55-2022 

         

住 
 
 
 
 
 

民 

      陸前高田市役所 

水 防 本 部 

電話 54-2111 

  

                 市広報車 

    ＮＴＴ東日本 

岩手支店 

電話 019-625-4960 

               

                   

                 
市消防本部 

市 水 防 隊 

電話 54-2119 

防災 

行政無線 

    放送機関 

(ＮＨＫ盛岡放送局) 

電話 019-626-8826 

(ＩＢＣ岩手放送) 

電話 019-623-3127 

(テレビ岩手) 

電話 019-624-1166 

(岩手めんこいテレビ) 

電話 019-656-3300 

(岩手朝日テレビ) 

電話 019-629-2525 

(ＦＭ岩手) 

電話 019-625-5511 

          

              

        

放 

送 

          

                  

                    

                    

              
高 田 分 団 屯 所 

              

                    

                   
気 仙 分 団 第 ３ 部 屯 所 

                   

                         

    テレメーター  テレメーター       広田分団（広田地区 

コミュニティセンター）       
気
仙
川 

   
矢
作
川 

      

                     

               
小 友 分 団 第 １ 部 屯 所 

               

                         

                   
米 崎 分 団 第 ３ 部 屯 所 

                   

    
量水標 

 
量水標 

            

           
矢 作 分 団 第 １ 部 屯 所 

    竹駒町 

字館 

 矢作町 

字味米 

      

                 

                   
竹 駒 分 団 第 ３ 部 屯 所 

                   

                         

                   
横 田 分 団 第 ２ 部 屯 所 
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別表５ 

関 係 機 関 通 報 箇 所 

 

通報箇所 
加入電話又は 

専 用 線 

災害時優先 

登録電話番号 

通 報 箇 所  

からの連絡先 
備 考 

陸前高田市役所 ５４－２１１１ 
５４－２１１１ 

５４－２１１８ 
所属機関  

陸前高田市水道事業所 ５４－２１１１    

陸前高田市教育委員会 ５４－２１１１  市内小中学校  

陸前高田市消防本部 ５４－２１１９  水防隊各分団  

沿岸広域振興局土木部 

大船渡土木センター 
２７－９９１９ ２７－９９２９   

大船渡警察署 ２６－０１１０    

同高田幹部交番 ５５－２０２２    

東北電力㈱ 

大船渡営業所 
２６－７０７１    

ＮＴＴ東日本㈱ 

岩手支店 
019-625-4960 019-651-4200 

※夜間、休日(会社携帯) 

090-3120-5844 

ＪＲ東日本盛岡支社 

大船渡線営業所 
0226-24-5108    

岩手県交通㈱ 

大船渡営業所高田支所 
５４－３１７１    

日本郵便㈱ 

陸前高田支店 
５５－２３５０    
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別表６ 勤務時間外における連絡系統図 

 

         岩手県水防本部                     

                            
高 田 分 団 屯 所 

 

        
沿岸広域振興局土木部 

大船渡土木センター水防隊 

電話 ２７－９９１９ 

             

          

陸前高田市 消防本部(署) 

陸前高田市 水防隊 

電話 ５４－２１１９ 

         

            
気仙分団第３部屯 所 

 

             

                           

                    広田分団（広田地区コミュ

ニティセンター） 

 

        
陸前高田市役所(宿日直者等) 

水 防 本 部 

電話 ５４－２１１１ 

     

  
無線管理者 

             

        
小友分団第１部屯 所 

 

                     

                                   

  
無線従事者 

    本部長 

(市 長) 

              
米崎分団第３部屯 所 

 

                     

           
電
話
又
は
口
頭 

            

         指示 報告              
矢作分団第１部屯 所 

 

                           

                                 

             ※緊急時における砂利・土俵供給連絡先     
竹駒分団第３部屯 所 

 

          

防災局長 

 ・砂利：小友砂利店 電話 54-3151 

・土俵：橋爪商事㈱高田支店(55-2131) 

   

                    

                       
横 田 分 団 第 ２ 部 屯 所 

 

         防災行政無線             

       市         民               
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別表７ 

水 防 用 器 具 資 材 

                          平成３０年７月１日現在 

倉庫所在地  

品目 
高田町(栃ヶ沢) 

スコップ 剣先 25 丁、角 19 丁 

掛矢(かけや) 12 丁 

とび口 33 本 

万年土のう UV(黒)3 黒 3,000 枚、UV(緑)2,800 枚、白 700 枚 

ロープ 5 巻 

ソフトロープ 155 玉 

シート 86 枚 

※参考（沿岸広域振興局土木部大船渡土木センター管理、横田町西宿水防倉庫資材一覧表） 

器具名 数 量 資材名 数 量 

スコップ 20 丁 土のう 200 個 

掛矢(かけや) 10 丁 松丸太 38 本 

ハンマー 10 丁 鉄線 75 kg 

ペンチ 5 丁 杉丸太 8 本 

おの 7 丁 雑木杭 75 本 

のこぎり 6 丁 オイルマット 500 枚 

一輪車 10 台 オイルフェンス 50 ｍ 

鎌 5 丁 ロープ 5 巻 

つるはし 5 丁 ビニールシート 5 枚 

唐鍬(とうぐわ) 5 丁 歩板 10 枚 

ナタ                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  5 丁 塩ビパイプ 4 本 

カッター 5 丁 鉄パイプ 6 本 

金槌(かなづち) 5 丁 鉄筋 200 本 

バリ 5 本 竹 60 本 

  二子縄 6 ロット 

  大型土のう 100 袋 
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別表８ 

指定避難所及び救護所 

番号 構造物の名称 所在地 電話番号 
収容 

能力 
避難対象地区 

指定避難所   矢 作 地 区             

※１  矢作小学校体育館 神明前 ５４－２０２３ 392 

矢作地区全域 

２  
矢作小学校２階（図書室・理
科室・音楽室） 神明前 ５４－２０２３ 76 

※３  下矢作多目的研修センター 諏 訪 ５４－２９４４ 190 

４  矢作地区多目的研修センター 鍋 谷 ５８－２８４２ 190 

５  清水公民館 沖 ５８－２５０２ 70 

指定避難所   横 田 地 区              

※６  横田小学校体育館 久連坪 ５９－２０４４ 406 

横田地区全域 ７  旧横田小学校体育館 志田実  275 

８  横田基幹集落センター 黄金山 ５９－２８１０ 217 

指定避難所   竹 駒 地 区              

※９  定住促進センター 館 ５４－２９４３ 214 

竹駒地区全域 10  竹駒小学校体育館 仲の沢 ５４－３０３９ 338 

11  壺の沢公民館 上 壺 ５５－２９４８ 147 

指定避難所   気 仙 地 区              

※12  漁村センター 牧 田 ５５－６５３０ 215 
気仙地区全域 

13  気仙小学校体育館 牧 田 ５５－２９３２ 347 

指定避難所   高 田 地 区              

14  高田第一中学校体育館 鳴 石 ５５－３９２１ 769 

高田地区全域 15  県立高田高等学校第２体育館 長 砂 ５５－３１５４ 700 

16  陸前高田市コミュニティホール 栃ヶ沢 ５４－５５２０ 647 

指定避難所   米 崎 地 区              

※17  自然環境活用センター 川 向 ５４－２９６５ 310 

米崎地区全域 
18  旧高田東中学校体育館 神 田 ５５－２７５６ 553 

19  米崎小学校体育館 川 内 ５５－２９５７ 299 

20 高田東中学校体育館 和 方 ５５－２７５６ 507 

指定避難所   小 友 地 区              

21  岩井沢公民館 茗 荷 ５６－３１７３ 33 

小友地区全域 22  門前会館 門 前 ５６－２０４２ 23 

23  オートキャンプ場モビリア 獺 沢 ５７－１０２０ 120 

指定避難所   広 田 地 区              

24  広田小学校体育館 大久保 ５６－３３００ 338 
広田地区全域 

25 広田地区コミュニティセンター 前花貝 ５６－２９５１ 248 

           避難所合計 7,624 人    

※印のついた避難所は、土砂災害警戒区域内に立地している。 
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救 護 所    

○被害の状況及び規模に応じて、次の場所に救護所を設置する  

 ア 避難所  イ 災害現場  ウ 医療施設  

 ○救護所の設置場所は、おおむね次のとおりとする  

地 区 設置場所 各地区において、高台等にある学校を予定している。 

災害の状況により、臨機応変の対応を講じる。 

矢作町 
二又復興交流センター 

矢作小学校 

横田町 横田小学校 

竹駒町 竹駒小学校 

気仙町 気仙小学校 

高田町 高田第一中学校 

米崎町 自然環境活用センター 

小友町 指定地区公民館等 

広田町 広田小学校 
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別表９                      

     優 先 通 行 標 識      

                        

                 

                

                

                

  
61 ㎝ 

           

             

                

        白        

     陸 前 高 田 市      

                        

          
91 ㎝ 

          

                    

別表１０                      

     身 分 証 票      

   表                     

     第 号                

     水 防 職 員 証                

                        

                        

     所 属 機 関 名   陸前高田市消防本部        

     住 所                

     氏 名                

             年  月  日生       

             年  月  日交付       

                        

     陸前高田市水防本部長  ○ ○ ○ ○  印      

                        

                        

                        

   裏 注 意                  

                        

     １ 本証は水防法第４９条第２項による証票である。     

                        

     ２ 本証の身分を失ったとき、その他不要になった 

   ときは必ず返納すること。 

    

        

                        

     ３ 記載事項に変更のあったときは、直ぐ訂正を受 

   けること。 

    

        

                        

                        

                        

                        

                        

赤 
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別表１１                      

公用負担命令権限証 
                        

     第 号                 

                        

       公用負担命令権限証        

                        

                        

     職氏名                

                        

                        

     上記の者      区域における水防法第２８条第

１項の権限行使を委任したことを証明する。 

     

          

                        

                        

       年  月  日              

                        

                        

      陸前高田市水防管理者             

                        

          陸前高田市長 印      

                        

                        

                        

別表１２                      

公用負担命令票 

                        

     第 号                 

                        

       公用負担命令票        

                        

                        

     目 的 物   種  種類  枚        

                        

                        

     負 担 の 内 容   使用、収用、処分        

                        

                        

       年  月  日              

          陸前高田市水防管理者        

                        

          陸前高田市長 印      

                        

                        

      様            
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別表１３－１                          

陸 前 高 田 市 水 防 活 動 実 施 報 告 書 

                    平成  年  月  日 

区分 

水防活動 活     動     費 出 水 状 況 

団体数 
活 動 

延人数 

使用資材費 

機械等 

借上料 
食糧費 

出 勤 

手当等 
その他 計 

警戒水位     ｍ  

主要資材 
その他 

資 材 
小計 

最高洪水位     ｍ  

 量水標     

 ( )   ( )      ( )        平成 年 月 日（ ） 時 

前回まで                    降雤量      ㎜  

 ( )   ( )      ( )        河川名      川筋 

                            

月分                    水防活動実施箇所 

 ( )   ( )      ( )        平成 年 月 日～平成 年 月 日 

                    河川名        

月分                    左岸  地先   ｍ  

 ( )   ( )      ( )        右岸  地先   ｍ  

                            

月分                    水防作業の概要 

 ( )   ( )      ( )              工法 

小 計                            

 ( )   ( )      ( )          箇所   ｍ  

累 計                            
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別表１３－２ 

陸 前 高 田 市 水 防 活 動 報 告 書 

 

１ 災 害 名 
 

 

２ 活動概要 

 

 

 

３ 活動時期 
月  日～  月  日 

約   時間 
４ 出動延人数 人 ５ 主な活動内容 

 

 

６ 水防活動又は被害状況写真 ７ 水防活動実施箇所位置図 

   

説明： 説明： 

  

説明： 説明： 

 

 



 

- 31 - 

別表１４ 

水 防 功 労 者 推 薦 

 

１ 個 人 

⑴ 出水の危機又は水防実施に当たり適切な措置により水害防止又は水害の軽減上偉功を挙

げた者又は挺身敢斗して優れた功績を挙げた者。 

⑵ 水防活動従事中任務に殉じた者又は負傷し疾病に罹り長期にわたって支障があるに至っ

た者。 

 

２ 団 体 

  よく一致団結し、水防防止又は水害軽減上卓越した功績を挙げた水防隊又はその他の団体。 

 

３ 個人功労調書 

項  目 記 載 事 項 

所属団体又は官署名  

職 業 、 住 所 氏 名  

生 年 月 日 

死 亡 年 月 日 
 

功 績 事 項 

表彰採否の基となるので出来る限り具体的詳細に記載するこ

と。 

従って長文となっても差支えない。もし具体性を欠くときは採

択困難となるのでその点に留意すること。 

略 歴  

賞 罰  

遺 族  

 

４ 団体功労調書 

項  目 記 載 事 項 

団 体 所 在 地  

団 体 名  

団 体 の 代 表 者 の 

役職、氏名、住所 
 

功 績 事 実 個人功労調書と同様の要領で記載する。 

団 体 略 歴 上に同じ。 
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別紙 

水 防 動 員 計 画 

 

 動員の区別を次のとおりとする。 

１ 警戒動員 

  水位が水防団待機水位（通報水位）に達し、なお増水の兆しがある場合で次の任務者を動

員する。 

⑴ 本部員 

⑵ 伝 令 

⑶ 情報連絡係 

⑷ 哨警班 

⑸ 状況により資材班、避難誘導係、その他必要な隊員を招集し、待機させる。 

 

２ 第１種第１次動員（関係分団のみ） 

  水位が氾濫注意水位（警戒水位）を突破すると判断した時の召集で、関係分団の区域内に

居住する隊員のみで編成する部隊で、予め定めておいた場所に待機させる。なお、この動員

の召集は、水防信号によることができる。 

 

３ 第１種第２次動員 

  第１種第１次動員のみでは、容易ではないと判断した場合に行う動員で、全隊員を招集す

る。この動員の召集は水防信号による。 

 

４ 第２種動員（全住民） 

  法第２４条による全住民の協力を求めるもので、水防区域内に居住する満１８歳以上の男

子の出動を要請する。 

 

５ 炊事班動員（女性会員） 

  警戒及び水防作業が長時間にわたり、炊出しの必要があると認めた場合に女性会長を通じ

会員の出動を要請する。 
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資料１ 

重 要 水 防 区 域 評 定 基 準 

 

種 別 
重要度Ａ区間 

（水防上最も重要な区間） 

重要度Ｂ区間 

（水防上重要な区間） 

要 注 意 

区  間 

堤 防 高 

流下能力 

・計画高水流量規模の洪水の水位（高

潮区間の堤防にあっては計画高潮

位）が現況の堤防高を越える箇所。 

・計画高水流量規模の洪水の水位（高

潮区間の堤防にあっては計画高潮

位）が現況堤防高との差が堤防の計

画余裕高に満たない箇所。 

 

堤防断面 ・現況の堤防断面あるいは天端幅が、

計画の堤防断面あるいは計画の天端

幅の２分の１未満の箇所。 

・現況の堤防断面あるいは天端幅が、

計画の堤防断面あるいは計画の天端

幅に対して不足しているが、それぞ

れ２分の１以上確保されている箇

所。 

 

法崩れ・ 

す べ り 

・法崩れ又はすべりの実績があるが、

その対策が未施行の箇所。 

・法崩れ又はすべりの実績があるが、

その対策が暫定施行の箇所。 

・法崩れ又はすべりの実績はないが、

堤体あるいは基礎地盤の土質、法勾

配等からみて法崩れ又はすべりが発

生するおそれがある箇所で所要の対

策が未施行の箇所。 

 

漏 水 ・漏水の履歴があるが、その対策が

未施行の箇所。 

・漏水の履歴があり、その対策が暫

定施行の箇所。 

・漏水の履歴はないが、破堤防又は

旧川跡の堤防で、漏水が発生するお

それがある箇所で、所要の対策が未

施行の箇所。 

 

水 衝 ・ 

洗 掘 

・水衝部にある堤防の前面の河床が

深掘れしているがその対策が未施行

の箇所。 

・橋台取り付け部やその他の工作物

の突出箇所で、堤防護岸の根固め等

が洗われ一部破損しているが、その

対策が未施行の箇所。 

・波浪による河岸の欠損等の危険に

瀕した実績があるが、その対策が未

施行の箇所。 

・水衝部にある堤防の前面の河床が

深掘れにならない程度に洗掘されて

いるが、その対策が未施行の箇所。 
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種 別 
重要度Ａ区間 

（水防上最も重要な区間） 

重要度Ｂ区間 

（水防上重要な区間） 
要注意区間 

工 作 物 ・河川管理施設等応急対策

基準に基づく改善措置が

必要な堰、橋梁、樋管その

他の工作物の設置されて

いる箇所。 

・橋梁その他の河川横断工

作物の桁下高等が計画高

水流量規模の洪水の水位

（高潮区間の堤防にあっ

ては計画高潮位）以下とな

る箇所。 

・橋梁その他の河川横断

工作物の桁下高等と計画

高水流量規模の洪水の水

位（高潮区間の堤防にあ

っては計画高潮位）との

差が堤防の計画余裕高に

満たない箇所。 

 

工事施工    

 

・出水期間中に堤防を開削

する工事箇所又は仮締切

り等により本堤に影響を

及ぼす箇所 

新堤防・ 

破堤跡・ 

旧 川 跡 

   

 

・新堤防で築造後３年以内

の箇所 

・破堤跡又は旧川跡の箇所 

陸 閘    ・陸閘が設置されている箇

所 
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資料２－１ 

警報・注意報の種類と基準及び想定される被害 
 １ 警報 

種 類 岩手県の基準 想定される被害（★：記録的現象での被害） 

波浪警報 

(有義波高) 
６.０ｍ 

●船舶の沈没・転覆・漂流・座礁 

●水産業施設の流出   ●海岸の浸食 

★防波堤や護岸を越えた高波による家屋の倒壊・浸水など 

高潮警報 

(潮位：TP 上) 

陸前高田市 

１．３ｍ 

●船舶の流出      ●沿岸内陸の浸水 

●塩水害        ●河川の氾濫（河口付近） 

★防波堤や護岸を越えた高波による家屋の倒壊・浸水など 

大雤 

警報 

浸水 

害 

陸前高田市 

表面雤量指数基準 

１２ 

●がけ崩れ・山崩れ   ●土石流 

●線路・軌道の損壊（埋没、路肩崩壊、盛土崩土） 

●道路の損壊（埋没、路肩崩壊、路面陥没） 

●交通障害（道路冠水、立体交差トンネル水没、通行止め） 

★地下空間（ビル、地下鉄など）の浸水  ★農地の冠水 

★地下埋設ライフライン（水道、電気など）の損壊・不通 

土砂 

災害 

陸前高田市 

土壌雤量指数基準 

１１７ 

洪水警報 

陸前高田市 

流域雤量指数基準 

気仙川流域 

＝３７．５ 

矢作川流域 

＝１５．６ 

中平川流域 

＝８．８ 

浜田川流域 

＝５．８ 

●大河川の増水・氾濫  ●堤防の損壊  ●河川敷内施設

の流出・崩壊 ★堤防の決壊 ★家屋の流出 ★護岸の浸食 

★橋梁流出・損壊 ★氾濫域土砂堆積（家屋、農地、交通） 

★溜め池の損壊 ★たん水害（洪水・浸水後、低地や農地な

どに水が溜まって引かない状態が持続）など 陸前高田市 

複合基準（表、流） 

気仙川流域 

＝（６，３３．７） 

矢作川流域 

＝（６，１４） 

津波警報 
高い（予想される津波の高さが高いと

ころで１ｍを超え、３ｍ以下の場合） 
※発表される津波の高さは３ｍ 
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２ 注意報 

種 類 岩手県の基準 想定される被害（★：記録的現象での被害） 

波浪注意報 

(有義波高) 
３.０ｍ 

●船舶の損壊      ●港湾施設の損壊 

●水産業施設の損壊など 

高潮注意報 

(潮位：TP 上) 

陸前高田市 

０．９ｍ 

●船舶の損壊      ●港湾施設の損壊 

●河川の水位上昇（河口付近）など 

大雤 

注意報 

浸水 

害 

陸前高田市 

表面雤量指数基準６ 

●小規模ながけ崩れ（宅地造成地など） 

●路肩損壊  ●落石 

●排水溝・下水溝の氾濫 ●低地の浸水など 土砂 

災害 

陸前高田市 

土壌雤量指数基準７８ 

洪水注意報 

陸前高田市 

流域雤量指数基準 

気仙川流域＝３０ 

矢作川流域＝１２．４ 

中平川流域＝７ 

浜田川流域＝４ ●河川の増水など 

陸前高田市 複合基準（表、流） 

気仙川流域＝（６，２４） 

矢作川流域＝（６，９.９） 

中平川流域＝（７，７） 

浜田川流域＝（６，３.２） 

津波注意報 
予想される津波の高さが０．２ｍ以上～１ｍ以

下で、津波による災害の恐れがある場合 
※発表される津波の高さは１ｍ 

※大津波警報は、特別警報に位置付けている。 

※大きな地震等が発生し、土砂災害などの二次災害が発生しやすいと認められる場合は、大雤警

報及び注意報などの基準を暫定的に引き下げて運用することがある。
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資料２－２ 

特 別 警 報 の 発 表 基 準 

 

１ 特別警報の発表基準 

現象の

種 類 
基  準 

大 雤 

台風や集中豪雤により数十年に一度の降水量となる大雤が予想され、若しくは、

数十年に一度の強度の台風と同程度の温帯低気圧により大雤になると予想される

場合 

暴 風 数十年に一度の強度の台

風や同程度の温帯低気圧

の気圧により 

暴風が吹くと予想される場合 

高 潮 高潮になると予想される場合 

波 浪 高波になると予想される場合 

暴風雪 
数十年に一度の強度の台風と同程度の温帯低気圧により雪を伴う暴風が吹くと予

想される場合 

大 雪 数十年に一度の降雪量となる大雪が予想される場合 

 

２ 特別警報の指標 

 【雤を要因とする特別警報の指標】 

 以下①又は②いずれかを満たすと予想され、かつ更に雤が降り続く場合に、大雤特別警報が発

表される。 

① ４８時間降水量及び土壌雤量指数※１が、５０年に一度の値以上となった５㎞格子が、

共に府県程度の広がりの範囲内で５０格子以上出現した場合。 

② ３時間降水量及び土壌雤量指数※１が、５０年に一度の値以上となった５㎞格子が、共

に府県程度の広がりの範囲内で１０格子以上出現（ただし、３時間降水量が１５０㎜※２

以上となった格子のみをカウント対象とする）した場合。 

※１ 土壌雤量指数：降った雤が地価の土壌中に溜まっている状態を示す値。この値が大きいほ

ど、土砂災害発生の危険性が高い。 

※２ ３時間降水量１５０㎜：１時間５０㎜の雤（滝のようにゴーゴー降る、非常に激しい雤）

が３時間続くことに相当。 

 

 【台風等を要因とする特別警報の指標】 

「伊勢湾台風」級（中心気圧９３０hPa 以下又は最大風速５０m/s 以上）の台風や同程度の温

帯低気圧が来襲する場合に、特別警報が発表される。 

 

 【雪を要因とする特別警報の指標】 

府県程度の広がりをもって、５０年に一度の積雪深となり、かつその後も警報級の降雪が丸

一日程度以上続くと予想される場合に、特別警報が発表される。 
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３ 気象警報と取るべき行動 

気

象

警

報

等

の

種

類 

 
注意報（災害の起こるお

それ） 

警報（重大な災害が起こ

るおそれ） 

特別警報（重大な災害の

起こるおそれが著しく

大きい） 

大 雤 

大雤注意報 

（土砂災害） 

大雤警報 

（土砂災害） 

大雤特別警報 

（土砂災害） 

大雤注意報 

（浸水害） 

大雤警報 

（浸水害） 

大雤特別警報 

（浸水害） 

暴 風 強風注意報 暴風警報 暴風特別警報 

高 潮 高潮注意報 高潮警報 高潮特別警報 

波 浪 波浪注意報 波浪警報 波浪特別警報 

暴風雪 風雪注意報 暴風雪警報 暴風雪特別警報 

大 雪 大雪注意報 大雪警報 大雪特別警報 

市の対応 ・気象情報の収集 

・職員の連絡体制確立 

・警戒区域の巡回 

・注意呼びかけ 

・応急対応体制確立 

・警報を住民へ周知 

・避難場所の準備、開設 

・必要地域に避難指示（緊

急）、勧告、避難準備・

高齢者等避難開始 

・避難の呼びかけ 

・特別警報発表を住民へ

周知する。 

・ただちに最善を尽くし

て身を守るように、住

民へ呼びかける。 

住民の行動 

・気象情報に注意する 

・窓や雤戸など点検 

・避難場所の確認 

・非常持ち出し品の点検 

・避難準備 

・早めの自主避難 

・暴風警報は、安全な場 

所に避難 

・直ちに命を守る行動

をとる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


